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侍
ジ
ャ
パ
ン
女
子
代
表
に

高
雄
出
身
の
岡
本
朔
来
さ
ん

高
雄
出
身
の
岡
本
朔
来
さ
ん

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
初
参
戦

御
崎
の
ア
マ
ミ
テ
ラ
ス

体
験
ス
ペ
ー
ス
新
設

食
と
学
び
で
塩
の
魅
力

　

女
子
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

・
九
州
ハ
ニ
ー
ズ
で
プ
レ

ー
す
る
赤
穂
出
身
の
岡
本

朔さ
く

来ら

さ
ん（
２３
）が
、
第
１０

回
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
女
子
野
球
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
本
代

表
に
初
選
出
さ
れ
た
。
大

会
８
連
覇
を
目
指
す
侍
ジ

ャ
パ
ン
女
子
の
一
員
と
し

て
、
８
月
２３
日
に
台
湾
で

開
幕
す
る
グ
ル
ー
プ
ス
テ

ー
ジ
に
臨
む
。

　

岡
本
さ
ん
は
高
雄
小
２

年
の
春
、
２
歳
上
の
兄
が

先
に
入
っ
て
い
た
高
雄
野

球
少
年
団
に
入
団
。
右
投

げ
左
打
ち
で
、
ス
ピ
ー
ド

を
生
か
し
た
走
攻
守
は
男

子
に
交
じ
っ
て
も
光
る
も

の
が
あ
り
、
内
野
手
の
レ

ギ
ュ
ラ
ー
の
座
を
つ
か
ん

だ
。
坂
越
中
、
神
戸
弘
陵

高
を
経
て
Ｉ
Ｐ
Ｕ
・
環
太

平
洋
大
へ
進
学
し
、
２
０

２
４
年
に
は
全
日
本
大
学

女
子
硬
式
野
球
選
手
権
の

初
優
勝
に
貢
献
。
卒
業
後

　

赤
穂
化
成
が
御
崎
で
運

営
す
る
「
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ　

Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ
（
ア
マ

ミ
テ
ラ
ス
）」
が
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
。
海
側
の
窓
を
大

き
く
し
て
瀬
戸
内
海
の
眺

望
を
よ
り
楽
し
め
る
よ
う

に
し
た
ほ
か
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
用
の
体
験
ス
ペ
ー

ス
を
新
設
し
た
。

　

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
明
け
か
ら
改
修
工

事
に
入
り
、
海
に
面
し
た

窓
を
従
来
よ
り
大
き
く
し

て
開
放
感
を
高
め
た
。
テ

ラ
ス
側
か
ら
車
椅
子
で
入

　 　

赤
穂
市
美
術
展
の

募
集
要
項
が
発
表

　
第
４１
回
赤
穂
市
美
術
展

（
１０
月
１５
日
～
１８
日
、
赤

穂
化
成
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
な
ど
）
の
作
品
募
集
要

項
が
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ

た
。

　
前
回
ま
で
「
日
本
画
」

と
「
洋
画
」
に
分
け
て
い

た
部
門
を
「
絵
画
」
に
統

一
。
書
（
漢
字
、
か
な
、

篆
刻
）、
写
真
、
彫
塑
工

芸
と
合
わ
せ
て
計
６
部
門

で
作
品
を
募
る
。

　
出
品
無
料
。
作
品
の
裏

面
に
所
定
の
貼
付
票
を
貼

り
、
出
品
申
込
書
を
添
え

て
１０
月
１１
日（
日
）午
後
１

時
～
４
時
に
会
場
（
写
真

の
部
は
赤
穂
市
民
会
館
）

に
搬
入
す
れ
ば
よ
い
。

　
市
長
賞
、
議
長
賞
な
ど

各
賞
を
表
彰
す
る
。
詳
し

い
応
募
規
定
な
ど
問
合
せ

は
同
展
事
務
局
☎
４３
・
７

４
５
０（
市
民
会
館
内
）。

　
審
査
員
は
次
の
各
氏
。

敬
称
略
。

　
▽
絵
画
＝
山
本
雅
也
▽

書（
漢
字
）＝
明
石
聴
濤
▽

書（
か
な
）＝
中
原
朱
穂
▽

書（
篆
刻
）＝
井
谷
五
雲
▽

写
真
＝
藤
森
久
嘉
▽
彫
塑

工
芸
＝
山
本
喜
容
子

が
で
野
球
を
断
念
し
た
赤

穂
出
身
の
小
林
芽め

生い

さ
ん

（
２２
）が
着
け
て
い
た
番
号

を
「
小
林
さ
ん
の
分
ま
で

頑
張
る
」
と
の
思
い
を
込

め
て
受
け
継
い
だ
。
日
本

代
表
で
も
「
７８
」の
背
番

号
を
つ
け
、世
界
一
を
目

指
す
舞
台
へ
挑
む
。

　

Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
女
子
野
球
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
、
大
陸

選
手
権
な
ど
で
出
場
資
格

を
得
た
１２
チ
ー
ム
を
２
組

に
わ
け
て
グ
ル
ー
プ
ス
テ

ー
ジ
を
行
い
、
各
組
上
位

２
チ
ー
ム
に
ワ
イ
ル
ド
カ

ー
ド
枠
を
加
え
た
計
６
チ

ー
ム
が
来
年
７
月
に
米
イ

リ
ノ
イ
州
で
実
施
さ
れ
る

決
勝
ラ
ウ
ン
ド
へ
進
む
。

日
本
は
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ

１
位
で
、
同
２
位
の
チ
ャ

イ
ニ
ー
ズ
・
タ
イ
ペ
イ
、

同
３
位
の
ア
メ
リ
カ
な
ど

と
覇
を
競
う
。（
写
真
は
侍

ジ
ャ
パ
ン
女
子
代
表
に
選

ば
れ
た
岡
本
朔
来
さ
ん
＝

右
は
侍
ジ
ャ
パ
ン
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
サ
イ
ト
よ
り
。
左

の
画
像
は
グ
リ
ー
ン
ク
ロ

ス
提
供
）

店
で
き
る
よ
う
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
し
た
ほ
か
、
客
席

を
２
席
増
や
し
て
３０
席
と

し
た
。
ま
た
、
新
メ
ニ
ュ

ー
に
、
魚
ま
た
は
和
牛
を

選
べ
る
「
塩
釜
ラ
ン
チ
」

（
５
０
０
０
円
、
２
人
以

上
で
要
予
約
）
や
「
塩
で

食
べ
る
ビ
ー
フ
カ
ツ
レ

ツ
」（
２
９
０
０
円
）
を

加
え
、
食
事
メ
ニ
ュ
ー
を

充
実
さ
せ
た
。

　

新
設
し
た
体
験
ス
ペ
ー

ス
で
は
、
赤
穂
の
塩
を
使

っ
た
梅
干
し
作
り
や
味
噌

作
り
の
ほ
か
、
土
鍋
で
の

塩
作
り
体
験
に
ラ
ン
チ
や

ス
イ
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
予

約
制
で
実
施
す
る
。「
日

本
遺
産
・
赤
穂
の
塩
づ
く

り
を
学
ぶ
―
幻
の
魚
の
特

別
ラ
ン
チ
付
き
」
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
１
人
５
６
９
０

円
～
）
は
、
赤
穂
の
塩
作

り
の
歴
史
や
製
法
を
学
び

な
が
ら
、
海
水
を
煮
詰
め

て
粗
塩
や
焼
き
塩
、
ワ
イ

ン
塩
な
ど
を
調
製
。〝
幻

の
魚
〟
と
呼
ば
れ
る
希
少

な
サ
ツ
キ
マ
ス
の
ひ
つ
ま

ぶ
し
や
デ
ザ
ー
ト
も
味
わ

う
約
２
時
間
半
の
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
団
体
向
け

の
貸
し
切
り
利
用
に
も
対

応
す
る
。

　

同
店
は
２
０
２
２
年
３

月
に
オ
ー
プ
ン
。
赤
穂
の

塩
を
生
か
し
た
料
理
を
提

供
す
る
カ
フ
ェ
に
土
産
物

の
販
売
ス
ペ
ー
ス
を
併
設

し
、
塩
の
魅
力
を
「
味
わ

い
、
愉
し
み
、
学
べ
る
場

所
」
と
し
て
営
業
し
て
き

た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
機

に
、
こ
れ
ま
で
の
カ
フ
ェ

中
心
の
営
業
ス
タ
イ
ル
か

ら
、
赤
穂
の
塩
を
使
っ
た

食
事
と
体
験
型
コ
ン
テ
ン

ツ
を
楽
し
め
る
レ
ス
ト
ラ

ン
カ
フ
ェ
へ
と
軸
足
を
移

す
方
針
だ
。

　

同
社
は
「
食
事
と
体
験

で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
赤
穂
の
塩
の
魅
力

を
伝
え
る
場
所
に
し
て
い

き
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

　

営
業
時
間
は
午
前
１０
時

～
午
後
５
時
（
ラ
ス
ト
オ

ー
ダ
ー
４
時
半
）。
不
定

休
。
☎
４２
・
４
１
４
０
。

（
写
真
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
「
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
　
Ｔ

Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ
」
に
新
た

に
設
け
ら
れ
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
用
の
体
験
ス
ペ
ー

ス
）

は
九
州
ハ
ニ
ー
ズ
の
ス
ポ

ン
サ
ー
企
業
で
あ
る
グ
リ

ー
ン
ク
ロ
ス
の
所
属
ア
ス

リ
ー
ト
と
し
て
チ
ー
ム
に

入
団
し
、
俊
足
好
打
の
遊

撃
手
と
し
て
チ
ー
ム
を
引

っ
張
っ
て
い
る
。

　

今
年
６
月
に
は
女
子
日

本
代
表
候
補
４２
人
に
よ
る

最
終
選
考
合
宿
に
呼
ば
れ

た
も
の
の
、
当
初
発
表
さ

れ
た
２０
人
の
代
表
メ
ン
バ

ー
に
は
選
ば
れ
な
か
っ

た
。
そ
れ
で
も
、「
ま
だ

ま
だ
成
長
で
き
る
チ
ャ
ン

ス
が
あ
る
」
と
気
持
ち
を

切
ら
さ
ず
練
習
を
継
続
。

グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
開
幕

ま
で
１
週
間
と
な
っ
た
今

月
１７
日
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
が
整
わ
な
か
っ
た
選
手

と
入
れ
替
わ
る
形
で
急
き

ょ
追
加
招
集
さ
れ
た
。
１８

日
に
は
千
葉
県
市
原
市
で

最
終
合
宿
中
の
チ
ー
ム
に

合
流
し
た
。

　

父
の
正
光
さ
ん（
４８
）に

よ
る
と
、
朔
来
さ
ん
が
今

月
高
雄
の
実
家
に
帰
省
し

た
と
き
も
素
振
り
や
ラ
ン

ニ
ン
グ
を
欠
か
さ
な
か
っ

た
と
い
う
。
岡
本
さ
ん
は

「
こ
れ
ま
で
日
々
準
備
し

て
き
て
良
か
っ
た
。
い
つ

出
番
が
き
て
も
チ
ー
ム
に

貢
献
で
き
る
よ
う
、
自
分

に
で
き
る
こ
と
に
集
中
し

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語

っ
た
。

　

大
学
時
代
か
ら
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
に
つ
け
て
い
る
背

番
号
「
７８
」
に
は
特
別
な

意
味
が
あ
る
。
高
校
時
代

の
１
年
後
輩
で
、
足
の
け
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市
民
ガ
イ
ド

　 　

　 　

　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
２
・
８
６
８
４

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
０
９
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
８
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
９
１
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
３
５
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
65
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
０
９
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
８
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
９
１
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
３
５
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３　

　

▼
「
く
ら
電
」
＝
電
化

製
品
の
販
売
か
ら
、
エ
ア

コ
ン
の
取
付
、
ア
ン
テ
ナ

工
事
、各
種
リ
フ
ォ
ー
ム
、

介
護
用
手
摺
の
設
置
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
樹
木

伐
採
等
自
分
で
は
無
理
と

思
っ
た
ら
お
気
軽
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。日
曜
定
休
。

朝
日
町
☎
25
・
1
３
８
１

　

▼
遺
品
整
理
・
生
前
整

理
・
骨
董
品
買
取
＝
古
物

買
取
・
使
用
出
来
る
品
は

次
世
代
に
繋
げ
ま
す
。
ご

み
処
分
、
産
業
廃
棄
物
収

集
運
搬
業
者
と
提
携
。
見

積
も
り
無
料
。
何
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。「
古こ

木ぎ

つ
ね
」
坂
越
☎
０
９
０
・

１
２
４
０
・
７
４
６
１

　

▼「
硝
州
屋
大
西（
が
ら

す
や
お
お
に
し
）」＝
鏡
、

硝
子
、テ
ー
ブ
ル
ト
ッ
プ
、

休
日
急
患
診
療
医

６
８ 

〈
Ｈ
Ｐ
〉 https:

//kagakuji.jp

で
１３
〜
１５
時
。
参
加
費
３

０
０
円（
会
員
、中
学
生
以

下
は
無
料
）。事
前
に
お
申

し
込
み
い
た
だ
い
た
方
に

は
、
当
日
使
う
簡
易
診
断

シ
ー
ト
を
ご
用
意
し
ま
す

（
お
申
し
込
み
な
く
て
も

診
断
で
き
ま
す
）。「
起
立

性
調
節
障
害　

そ
よ
風
ひ

ろ
ば
」☎
０
９
０
・
３
７
２

４
・
１
８
２
９
、soyo

kaze0138@
g
m

a
il.com

（
あ
い
ざ
わ
）

　

▼「
友
愛
供
養
」ペ
ッ
ト

供
養
＝
大
切
な
小
さ
な
家

族
の
為
に
ご
供
養
致
し
ま

す
。「
花
岳
寺
」☎
４２
・
２
０

室
清
掃
９
時
半
〜
１４
時
半

時
給
１
２
０
０
円
〜
○
布

団
敷
き
１８
時
〜
２１
時
、
時

給
１
１
２
０
円
〜
○
洗
い

場
１９
時
〜
２２
時
、
時
給
１

１
２
０
円
〜
○
送
迎
バ
ス

運
転
手
９
時
半
〜
１６
時
、

時
給
１
２
０
０
円
〜
○
夜

間
館
内
ス
タ
ッ
フ
２０
時
〜

２５
時
、
時
給
１
１
２
０
円

〜
○
夜
間
当
直
２２
時
〜
翌

８
時（
仮
眠
あ
り
3
時
間
）

日
給
１
万
円
〜
。年
齢
不

問
。
週
1
日
〜
勤
務
Ｏ

Ｋ
。未
経
験
歓
迎
。お
気
軽

に
お
時
間
な
ど
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
絶
景
露
天
風
呂

の
宿「
銀
波
荘
」御
崎
☎
４５

・
３
３
５
５
（
ツ
ツ
ミ
）

　

▼
事
務
ア
ル
バ
イ
ト
募

集
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
の
間
で
３
時
間
以
上
、

週
３
〜
４
日
程
度
勤
務
で

き
る
方
希
望
。
時
給
１
１

１
６
円
〜
（
経
験
者
優
遇

し
ま
す
）。
勤
務
場
所
は

弊
社
日
生
工
場
。「
日
本

福ふ
く

永え
い

合ご
う

」
木
津
☎
０
８
０

・
５
３
３
８
・
７
９
９
９

　

▼
パ
ー
ト
ア
ル
バ
イ
ト

大
募
集
＝
ゴ
ル
フ
練
習
場

に
て
受
付
、
清
掃
、
球
洗

浄
等
の
業
務
で
す
。
営
業

し
な
が
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

進
行
中
。
ゴ
ル
フ
の
知
識

が
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
。
時
給

１
１
５
０
円
〜
。
勤
務
時

間
１２
時
〜
１７
時
半
。
週
２

日
〜
。
シ
フ
ト
制
。
６６
歳

ま
で
（
定
年
６０
歳
、
再
雇

用
７０
歳
ま
で
の
た
め
）。

車
通
勤
Ｏ
Ｋ
。「
ス
カ
イ
ゴ

ル
フ
ガ
ー
デ
ン
」
塩
屋
２

５
７
２
☎
２２
・
０
５
８
１

　

▼
真
夏
の
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ

コ
ン
サ
ー
ト
＝
８
月
２６
日

（
水
）、
赤
穂
化
成
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
１
階
ロ
ビ
ー

で
１９
時
開
演
。
ク
ラ
シ
ッ

ク
か
ら
お
な
じ
み
の
名
曲

ま
で
、
さ
わ
や
か
な
音
色

を
お
届
け
し
ま
す
。「
フ

ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
羽

音
色
」
☎
４３
・
５
１
１
１

　

▼
キ
レ
イ
デ
ザ
イ
ン
で

知
る
『
わ
た
し
ら
し
さ
、

こ
の
子
ら
し
さ
』
＝
８
月

３０
日（
日
）、
塩
屋
公
民
館

営
／
宗
教
法
人
法
光
寺
。

「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ａ
企
画
㈱
」

☎
０
７
０
・
３
５
４
８
・
７

５
３
５
（
あ
こ
う
典
礼
館 

花
み
ず
き
内
）

　

▼
腕
輪
、ブ
レ
ス
直
し

ま
す
＝
５
０
０
円
か
ら
。

翌
日
夕
方
に
出
来
ま
す
○

仏
壇
の
処
分
も
承
り
ま

す
。半
間
ま
で
２
〜
４
万

円
、半
間
以
上
は
５
〜
６

万
円
。仏
壇
お
買
い
上
げ

の
場
合
は
無
料
で
処
分
し

ま
す
。「
中
村
唯
信
堂
」加

里
屋
☎
４２
・
０
２
８
３

　

▼
正
社
員
・
パ
ー
ト
ア

ル
バ
イ
ト
大
募
集
＝
○
タ

ン
ク
ロ
ー
リ
ー
に
て
灯

油
、
軽
油
、
重
油
等
の
配

送
業
務
。
乗
車
車
両
２
㌧

車
、
大
型
車
（
大
型
免
許

お
持
ち
の
方
）。
長
期
キ

ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
募
集

年
齢
４０
歳
ま
で
（
定
年
６０

歳
）。
要
危
険
物
乙
４
、

普
通
自
動
車
免
許
、
大
型

自
動
車
免
許
（
あ
れ
ば
尚

可
）。
勤
務
時
間
８
時
〜

１７
時
、
７
時
〜
１６
時
。
給

与
２３
万
円
～
（
賞
与
年
２

回
）
○
赤
穂
東
Ｓ
Ｓ
、
赤

穂
イ
ン
タ
ー
Ｓ
Ｓ
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
で
の
給
油
及

び
洗
車
や
軽
作
業
。
正
社

員
／
営
業
時
間
内
（
７
時

〜
１９
時
）
で
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
。
月
給
２０
万
円
～

（
年
齢
経
験
に
よ
る
昇
給

・
賞
与
あ
り
）
危
険
物
免

許
あ
れ
ば
尚
良
し
。
パ
ー

ト
ア
ル
バ
イ
ト
／
営
業
時

間
内
で
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
（
任
意
希
望
時
間
）。時

給
１
１
１
６
円
～
。「
前
田

石
油
㈱
」
中
広
１
７
９
の

６
☎
４３
・
２
６
８
８

　

▼
ス
タ
ッ
フ
募
集
＝
○

風
呂
清
掃
９
時
〜
１２
時
、

時
給
１
１
２
０
円
〜
○
客

サ
ッ
シ
、網
戸
の
新
設
や

修
理
の
こ
と
な
ら
お
任

せ
。無
料
見
積
も
り
い
た

し
ま
す
。鏡
、硝
子
の
オ
ー

ダ
ー
カ
ッ
ト
加
工
も
お
任

せ
。三
樋
町
１８
の
４
☎
４３
・

５
４
１
４

　

▼
あ
こ
う
地
域
応
援
デ

ジ
タ
ル
商
品
券
使
え
ま
す

＝
当
店
の
ペ
イ
ペ
イ
支
払

い
で
９
月
３０
日
ま
で
使
え

ま
す
。「
勝
下
印
房
」加
里

屋
駅
前
通
り
４８
の
４
☎
５５

・
９
７
６
０

　

▼
七
五
三
着
付
ヘ
ア
ご

予
約
受
付
中
＝
日
本
髪
も

対
応
し
て
い
ま
す
。ご
予

約
、お
問
合
せ
は
イ
ン
ス

タ
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。「
ク
リ
ス
タ
ル
・
ロ

ー
ザ
」中
広
２
８
５
の
５

☎
４３
・
９
５
５
８

　

▼
大
津「
大
口
ぶ
ど
う

畑
」よ
り
＝
旬
彩
蔵
へ
シ

ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、ベ

リ
ー
Ａ
、藤
稔
を
出
荷
中
。

直
売
所『
く
ろ
が
ね
の
里
』

（
大
津
奥
、安
養
寺
東
）に

て
毎
日
午
前
９
時
〜
正
午

営
業
。地
方
発
送
可
、注
文

可
、配
達
可
。☎
０
９
０
・

４
３
０
４
・
３
４
５
８

　

▼
お
花
と
緑
に
囲
ま
れ

て
＝
永
代
供
養
付
き
ガ
ー

デ
ン
墓
苑『
想
樹
そ
う
じ

ゅ
』（
赤
穂
市
福
浦
）○
運

　

▽
２３
日
＝
く
ぼ
か
わ
医

院
（
加
里
屋
１
７
３
８
）

☎
４２
・
２
１
４
０

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

【
多
様
化
す
る
犯
罪
・
非

行
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
】

　

前
回
、
犯
罪
・
非
行
の

背
景
に
は
、
貧
困
や
虐

待
、
社
会
的
孤
立
、「
生

き
づ
ら
さ
」
な
ど
様
々
な

福
祉
的
な
課
題
が
潜
ん
で

い
る
こ
と
が
少
な
く
な

く
、
そ
う
し
た
背
景
に
目

を
向
け
、
犯
罪
・
非
行
を

福
祉
の
視
点
か
ら
考
え
る

こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く

る
と
お
話
し
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
参
考
に
な
る

の
は
「
ヴ
ァ
ル
ネ
ラ
ビ
リ

テ
ィ
（
Ｖ
Ｕ
Ｌ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ａ

Ｂ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
）」
と
い

う
概
念
で
す
。
特
に
近

年
、
社
会
福
祉
の
分
野
を

は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
言
及
さ
れ
て
い
る
ワ
ー

ド
な
の
で
、
ど
こ
か
で
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
方
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
直

訳
す
る
と
、「
脆
弱
性
」

で
す
が
、「
弱
さ
」「
傷
つ

き
や
す
さ
」
と
も
訳
さ
れ

ま
す
。

　

社
会
の
中
に
は
、
年

齢
、
性
別
、
障
害
、
疾
病

等
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
脆

弱
で
傷
つ
き
や
す
い
状
態

に
置
か
れ
て
い
る
人
た
ち

が
い
ま
す
。
犯
罪
・
非
行

の
分
野
で
も
例
外
で
は
な

く
、
こ
う
し
た
ヴ
ァ
ル
ネ

ラ
ビ
リ
テ
ィ
に
焦
点
を
当

て
、「
傷
つ
き
や
す
さ
」

を
持
つ
人
と
い
う
視
点
か

ら
犯
罪
者
・
非
行
少
年
を

捉
え
て
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し

て
い
く
わ
け
で
す
。

　

ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い

く
、
と
言
い
ま
し
た
が
、

で
は
実
際
に
私
が
ど
の
よ

う
な
研
究
を
行
っ
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
簡
単
に
ご

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
実
は
、「
犯
罪
」
や

「
非
行
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
研
究
分
野
は
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。
心
理
学
の
視

点
か
ら
犯
罪
・
非
行
を
捉

え
る
犯
罪
心
理
学
や
社
会

学
の
視
点
か
ら
捉
え
る
犯

罪
社
会
学
と
い
う
分
野
も

あ
り
ま
す
。

　

私
は
そ
の
中
で
も
、
犯

罪
・
非
行
と
そ
の
対
策
に

つ
い
て
、
法
学
の
視
点
か

ら
考
え
る
刑
事
政
策
学
と

い
う
分
野
を
専
門
と
し
て

お
り
、
適
正
か
つ
有
効
な

犯
罪
・
非
行
へ
の
対
策
の

在
り
方
に
つ
い
て
法
制
度

を
中
心
に
研
究
を
し
て
き

ま
し
た
。「
犯
罪
」
に
対

し
て
は
、
刑
罰
を
は
じ
め

と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
手
段

を
用
い
て
対
応
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
と
り
わ

け
、
ど
の
よ
う
な
処
遇
・

支
援
を
行
え
ば
犯
罪
者
・

非
行
少
年
の
社
会
復
帰
に

つ
な
が
り
、
再
犯
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
立

法
や
法
の
運
用
を
踏
ま
え

た
対
策
の
在
り
方
を
研
究

し
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
・
非
行
と
一
言
で

い
っ
て
も
そ
の
背
景
や
実

態
は
多
様
化
し
て
お
り
、

前
述
し
た
ヴ
ァ
ル
ネ
ラ
ビ

リ
テ
ィ
の
視
点
も
取
り
入

れ
な
が
ら
、
よ
り
安
全
な

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

日
々
考
え
て
い
ま
す
。（
社

会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学

科
講
師
・
石
田
咲
子
）

　 　

　 　

「
日
本
の
自
然
」写
真
コ
ン

『
走
る
稲
妻
』

兵
庫
県
一
賞

松
原
町
の
武
村
晴
人
さ
ん

　

全
日
本
写
真
連
盟
な
ど

が
主
催
す
る
「
第
４３
回

『
日
本
の
自
然
』
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
プ
リ
ン
ト

部
門
で
、
松
原
町
の
ア
マ

チ
ュ
ア
写
真
家
、
武
村
晴

人
さ
ん（
７９
）が
撮
影
し
た

『
走
る
稲
妻
』
が
入
賞
し

た
。

　

自
宅
近
く
の
千
種
川
の

土
手
か
ら
雷
鳴
が
響
く
夜

空
を
写
し
た
一
枚
。
約
１

時
間
に
わ
た
っ
て
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
り
続
け
、
稲
光

が
夜
空
を
切
り
裂
く
よ
う

に
光
っ
た
瞬
間
を
捉
え

た
。
山
の
稜
線
の
シ
ル
エ

ッ
ト
と
、
川
面
に
も
映
る

赤
穂
大
橋
の
オ
レ
ン
ジ
色

の
街
灯
が
構
図
に
リ
ズ
ム

と
ア
ク
セ
ン
ト
を
与
え
て

い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
部
門
を
合
わ

せ
て
全
国
か
ら
１
万
１
３

０
６
点
の
応
募
が
あ
っ
た

中
か
ら
、
居
住
地
で
撮
影

さ
れ
た
優
秀
作
品
を
都
道

府
県
ご
と
に
表
彰
す
る

「
兵
庫
県
一
賞
」
に
選
ば

れ
た
。

　

ネ
イ
チ
ャ
ー
系
写
真
を

得
意
と
す
る
武
村
さ
ん
が

同
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
し

た
の
は
、
自
宅
庭
に
咲
く

花
を
つ
い
ば
む
ヒ
ヨ
ド
リ

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
タ

ン
ポ
ポ
を
喰
う
」
で
受
賞

し
た
第
４０
大
会
以
来
３
年

ぶ
り
２
度
目
。
各
種
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
・
入

選
回
数
は
通
算
１
１
４
回

を
数
え
、「
地
元
で
撮
影

し
た
写
真
で
賞
が
い
た
だ

け
て
、
め
っ
ち
ゃ
う
れ
し

い
」
と
喜
び
を
表
し
た
。

（
写
真
は
武
村
晴
人
さ
ん

の
入
賞
作『
走
る
稲
妻
』）
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